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重要取組シート 

取組項目 国際化の推進 

現状・課題 

【現状】 

・新型コロナウイルス感染症拡大により、海外との自由な人の往来が停滞してい

る。 

・ベトナム人をはじめ、外国人市民が増加傾向にある。 

【課題】 

・国境を越えた交流や連携が途絶えることのないよう、新しい形での国際交流を

推進し、また、国際社会で活躍できる次世代の人材育成に取り組んでいく必要

がある。 

・多様な文化的背景を持った人々を受け入れ、共生できるような環境整備が必要

である。 

取 組 の 

内  容 

現在策定中の堺市国際化方針のもと、庁内各部局や様々な主体と連携しながら

国際化の推進に取り組んでいく。 

・姉妹・友好都市やアセアン諸国などと文化・教育・経済・環境などの幅広い分

野での交流を促進し、友好親善にとどまらないWin‐Win の関係を構築 

・外国公館・国際機関などとの連携強化、ネットワークの構築 

・外国人市民への日本語学習支援や生活支援など、多文化共生施策を推進 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

前期 

（～7 月） 

□ 堺市国際化方針（案）に関するパブリックコメント実施（４月） 

□ 「やさしい日本語」Facebook での情報発信の開始（4 月） 

□ 堺市国際化方針策定（５月） 

□ ダナン市友好都市交流事業で看護・介護分野のオンライン交流を実施（５月） 

□ アセアン諸国との多分野でのオンライン交流を開始（７月～複数回実施） 

中期 

（～11 月） 

□ 堺市立国際交流プラザを堺市総合福祉会館内へ移転（8月） 

□ 外国公館等との連携事業の実施（8 月・10月） 

□ 堺・アセアンウィーク事業の実施（10月） 

後期 

（～3 月） 

□ 災害時の外国人支援にかかる訓練の実施（1月） 

次年度 

以降 

□ 引き続き、オンライン等の手法を取り入れた国際交流の推進 

□ 新型コロナウイルス感染症の終息後は、世界からトップアスリート等を受入

れ、市民に交流の機会を提供による地域の活性化を図り、これまでの人の往

来に留まらない、多彩な国際交流の実施 

□ 多文化共生社会の実現に向けた取り組みとして、ボランティア通訳者の市内派

遣による日常生活支援や災害時多言語支援センターの関係機関との連携強化 

進
捗
の
状
況 

前期 

（～7 月） 

□ 堺市とウェリントン市との市長 Web 対談を実施（4 月） 

□ 「やさしい日本語」Facebook での情報発信の開始（4 月） 

□ 堺・アセアンウィーク事業で、学生間のオンライン交流を実施（4 月・7 月） 

□ 堺市国際化方針策定（５月） 

□ ダナン市友好都市交流事業で、看護・介護分野のオンライン交流を実施（５月） 

中期 

（～11 月） 

□ 堺市立国際交流プラザを堺市総合福祉会館内へ移転。併せて、「多文化交流プ

ラザ・さかい」に改称（8 月） 

□ 外国公館等（在大阪・神戸インド総領事館、在堺チェコ共和国名誉領事館）

との連携事業の実施（8月・10 月・11月） 

□ 堺・アセアンウィーク事業で、学生間のオンライン交流、文化講座、フォト

コンテスト・写真展、映画フェスタを実施（8 月・9 月・10 月・11 月） 

□ 民間企業との連携協定の一環で、アセアン諸国の魅力発信ウェブセミナーの

実施（１０月） 

□ ダナン市友好都市交流事業で、学生間及び文化・教育分野においてオンライン

交流を実施（11 月） 

文化観光局 国際部 
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後期 

（～3 月） 

□ 堺市とウェリントン市との市長 Web 対談を実施（１月） 

□ 堺・アセアンウィーク事業で、学生間のオンライン交流、文化講座、出前講座を

実施（1 月・2 月・3月） 

□ 災害時の外国人支援にかかる訓練の実施（３月） 

□ ダナン市友好都市交流事業で、教育分野及び看護・介護分野のオンライン交流

を実施（1月・3 月） 

□ 堺市とダナン市との市長 Web 対談を実施（3 月） 
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1－（4）文化芸術の振興・国際交流の強化 
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最も貢献する 

SDGsのゴール 

ゴール番号 
パートナーシップで目標を達成しよう 

17 

寄与する 

KPI 

SDGsの意味及び重要性を理解し、取り組んでいると答

えた企業の割合［現状値：8.0％（2020 年度）］ 

目標値（2023年度） 

13.0％ 

 


